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言すれば、“person in situation” ですね。“person in relation”, 関係性の中の個人、個というふうなものは、今、



































































今、あなたはだれ？ “Who are you? ” って言われたら、とりあえず皆さん、何て言う？やっぱりあれ
でしょうか、役割、社会的な役割が出てきません？
この“Who are you? ”というのが自立した個の自分というものの基本になるものですね。これがあって、
























































































































































































































































































































































































































































































































































































どうですかって聞かれても、言うのが難しいという気がします。さっきの “I feel” と “I think” の中でも、
“feel” がなかなか出てこない。
●河野氏：出てこない、はい。
●質問者 9：やっぱりこちらの問いかけが悪いのか、困っていることの状況説明は出てくるのに、気持ち、
“feel” が出てこないんです。そこを出せたらすごくいいなって思いつつできないでいるので、どうした
らそこが出しやすい状況がつくれるのかなというのを、日々感じています。
●河野氏：何て言いますかね、ちょっと感情の垂れ流しぐらいに感情のことを普通の会話ではしゃべっ
ているんですよね、私たち、結構。ところが、カウンセリングのようなある設定になってくると、少し
構えちゃうということあると思うんですね。なかなか気持ちに触れたがらない。特に暴力の被害者は、
体験が過酷ですから、どうしても事象を話したがる。だから、やっぱり時間を待つしかないというふう
には思うんですね。
ただ、１回の面接しかできない場合には、そこまで至らなくても仕方がないかなと思います。だから、
妙案はありません。ごめんなさい。
換言すれば、暴力の方にそんなに気持ちの中に踏み込んではいけない、逆に。特に PTSD みたいなも
のがあれば、そんなものが浮上しちゃうとそれこそ大変ですから、その辺は感情に触れることはとても
慎重にしなきゃいけないかなと思っています。
●新田：はい。では、質問も尽きないと思いますが、お時間になりましたので、ここで打ち切らせて頂
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きます。最後に、ジェンダーフォーラム所員のミラ・ゾンターク先生にご挨拶をお願いいたします。
●ゾンターク：セラピィには「最後の言葉はない」と私は思っているのですが、ここで最後の言葉を頼
まれてしまい、どうしようと戸惑っています。今日は本当に貴重な話をいただいきました。こういうお
話は、自分の人生を振り返りながら聞くんですよね。
●河野氏：なるほど。
●ゾンターク：皆さんもそうだったと思いますが、私は日本人ではないのですが、でも、親密さと距離
のバランスをよりうまく取れるかと言えば、そうでもありません。けれども日本に来て、距離があるこ
とをむしろすごく開放的に感じてきました。
●河野氏：なるほどね。
●ゾンターク：しかし、やっぱり長い間いると、親密さも欲しくなるんですよね。そこで、親密さを、
ただ提供されるものとして考えないで、自分からも少しずつ、友人と考えているような人に対して何か
を問いかけながら、質問を出しながら作ろうかと、今日決心致しました。
西洋人には、日本で友だちをつくれないという人は多いんですけれども、全体的にお話を聞いて、最
後に思い出したのは、有名な書道家の言葉です。「自分が自分にならなければ、だれが自分になる」と
いう有名な言葉です。
●河野氏：うん、いい言葉ですね。
●ゾンターク：はい。しかしそれは、日本人が考え出して書いた言葉なんです。日本人として自己確立
はきちんとできるわけなので、あきらめないで皆さん、そういうふうに頑張っていただきたいというこ
とです。河野貴代美先生、今日はお話をありがとうございました。また、来てくださった大勢の方に対
してもありがとうと言いたいです。以上です。
（拍手）
●河野氏：どうぞ皆さん、気をつけてお帰りください。ありがとうございました。
（拍手）
